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注意
●温度の高くなるものの上に取り付けない

守らないと火災の原因となることがあります。

ガス機器やその排気筒の上に取り付けない
でください。

禁止
必ず守る

●付属の梱包材は取り除いて使用する

そのまま使用すると、火災の原因となり
ます。

3m  

反射の強い床面の
ある場所

交通量の多い道路
に面した場所

取付高さが
3mをこえる
場所

エアコンの吹き出し口、
換気扇の近く

振動の激しいポール
など不安定な場所

風などでよくゆれる
植物の近くなど

昼間でも暗い場所や
夜間でも明るい場所

前面に障害物のある場所
（透明なガラスも含む）

喫茶○△×

禁止

禁止 禁止

禁止

禁止 禁止

禁止 禁止

●次のような場所には取り付けないでください。
　この器具は、周囲の明るさと温度変化をセンサで検知して動作するため、以下のような場所に取り付けると誤動作の原因となります。

設置場所についてのご注意

●必ず壁スイッチを設けてご使用ください。（スイッチは別途ご用意ください）

　・連続点灯への切り替え操作ができません。

　・センサによる点灯モードに異常が発生したとき、リセットできません。

●壁スイッチは器具1台につき1個設置してください。複数台を1個のスイッチに

　配線すると、点灯状態にバラツキが発生するおそれがあります。

●壁スイッチにパイロットスイッチを使用すると、壁スイッチがONの状態でも

　照明器具が消灯状態（センサ待機状態）のときは、パイロットスイッチ表示が

　点灯しない場合があります。（故障ではありません）

●通常は壁スイッチをONにした状態でご使用ください。

約
2.5m

1.8m

約3 〜5m約1〜5m まで

調整可能

1.8m

約1 〜5m まで

調整可能

●センサの検知部を動かして、検知範囲を調整できます。（センサの検知部は全方向に約２０度動きます）

●器具の取付高さ１.８ｍ（標準）〜3ｍの間では、検知範囲は変わりません。

配線についてのご注意

センサの検知範囲

 前後に動かした場合  左右に動かした場合

検知範囲の目安

（器具取付高さ１.８ｍの場合）

壁スイッチ

電源
AC100V

●この器具のセンサは、熱源の温度変化を動きとして
　とらえます。そのため、動物、自動車など人以外の
　動きも検知して照明が点灯する場合があります。
　また、静止状態の人などは検知しない場合があります。

●検知範囲は気温、服装、移動速度、進入方向、体温、
　器具の取り付け高さや傾きなどにより変化します。

●夏場など、気温が体温に近い状態になると、温度変化
　が小さいため検知しない場合があります。

●センサの性能上、器具に向かってまっすぐ近づいた
　場合、器具の近くまで近づかないと検知しないこと
　がありますが、器具の故障ではありません。

ご注意

施工前のご確認事項
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●器具に直接日光が当たる状態で点灯させない
温度上昇によるランプ短寿命や一時的な明るさ
低下・不点灯の原因となります。



取り
付ける 取り

外す

本体を取り付ける

・取付方向表示に従い補強材のある場所に付属の
　木ネジ(2本)で取り付けてください。

・器具取付ピッチ 66.7mm　

・ランプに触れないように電源線の処理を行ってください。

接続が不完全な場合火災の原因となることがあります。

解除穴
（2ヵ所）

端子台

電源線

①押しながら

②引き抜く

マイナスドライバー

マイナスドライバー等の先端で
解除穴を押しながら片方ずつ    
電源線を引き抜く

木ネジ
（2本）

端子台に電源線を接続する

取り付け前の準備

電源線の外しかた

電源線はランプに触れないようにする

守らないと、火災、感電の原因と
なることがあります。

注意

本体

電源線

センサ

ソケット

調整ツマミ

端子台

取り付ける
取り外す

１

2

②ランプを外す

調整ツマミの設定について

・この器具は取り付け後、ご使用の環境に合わせてセンサの検知範囲、調整ツマミの設定が必要です。
　必ず、「検知範囲と調整ツマミを設定する」をお読みのうえ、設定してください。

付属部品の確認

木ネジ
　（2本）

付属部品

各部のなまえと取り付けかた 安全のため、電源を切ってから行ってください

・付属の木ネジ(2本)があることを確認してください。

ウエ

取付方向

ウエ

取付方向

・ランプに貼ってある

　梱包テープ(青テープ)

     をはがしてランプを

     外してください。

梱包テープ
(青テープ)

・電源線にポリエチレン系絶縁体を使用したEM
    (エコマテリアル)ケーブルをご使用の場合、
    表面の劣化を考慮し、端末部付近の絶縁体露出部を
    黒テープなどで保護してください。

①カバーを外す
　　カバー
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ランプ

確実に差し込む

70
±

5m
m

端子台

N側
適合電線：
VVFケーブル
Φ1 . 6、
Φ2 . 0単線 

1
2

±
2

m
m

ソケットにランプを取り付ける3

4

カバーを取り付ける

防水パッキンがきっちり
本体に納まっている事を
確認してください。

①カバーを本体にはめ込み

5

カバー

防水パッキン

防水パッキンの
はみ出しが無いこと

本体

注意

検知部の調整と調整ツマミを設定する

・「検知範囲と調整ツマミを設定する」（４ページ）を
　参照して設定してください。

②止まるまで右へ回す

防水パッキンをきっちり本体に

納め、カバーは確実に取り付ける警告
取り付けが不完全な場合浸水、

不点のおそれがあります。

　取付方向指定刻印　
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